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『後期も、将来の先生を目指して 

４名の教育実習生が！』 
  

後期の開始10月10日(火)～30日(月)の15 日間、「将来の先生を目指して」4名の

教育実習生が学びに来ています。この実習は大学(授業)では学ぶことができない、貴重

な時間となります。特にこの期間には「体育祭」もあるため、生徒のみなさんから得る

もの(今しか味わうことができないこと)が多くあるはずです。実習を終えたとき「必ず

先生になりたい！」と強い思いを持つことができる、そんな実習となることを願ってい 

ます。そのためにも、生徒のみなさんの力が必要となります。ぜひご協力をお願いします。 

今回も実習生からみなさんへ、コメントをいただいたので紹介させていただきます。(①名前 ②担当教科 ③在学 

大学 ④教師を目指した理由 ⑤どんな教師を描ているか ⑥鴨居中生へ一言) 

①：下 重
しもじゅう

 凌
りょう

夏
か

 ②：社会科 ③：國學院大學 

④：中学の先生に憧れて私も誰かの人生に必要な存在となれる人になりたかったからです 

⑤：どんな時もしっかり話を聞くことができ、生徒ファーストでいられる教師を目指して 

いきたいです。また常に学び続ける姿勢を忘れない教師でいたいと思います。                    

⑥：３週間の短い期間ですが、精一杯頑張るので、一緒に学校生活を楽しみましょう。                
 

①：小原
お は ら

 莉
り

緒
お

 ②：国語科 ③：鎌倉女子大学 

④：最初は「かっこいい」と思い目指したのですが、中学のボ 

 ランティアや小学校の実習から、色々な方との関わりや経験 

 を通して、教師になりたいと強い気持ちになりました｡ 

⑤：明るく元気で、笑顔がたくさんある先生像を目指したいです。 

⑥：短い期間ですが、たくさん話しかけてくれると嬉しいです。精一杯頑張ります｡よ 

 ろしくお願いします 
 

①：佐藤
さ と う

 百
もも

華
か

 ②：技術科 

①:内山
うちやま

 幹
かん

太
た

 ②：社会科 ③：日本大学       

④：技術で学んだことが、実 ③：神奈川大学 

際の生活で使えたとき、技 ④：父の影響で興味を持ち、 

術に興味を持ちました。中 教師は「子供達の成長を見 

学の先生がおっしゃった  守る仕事」と学び、自覚と 

「技術は進化していて、将  責任が必要となる素晴らしい 

来みんなが評価するときの 仕事だと思い目指しました 

お手伝いをする」といわれ   ⑤：学校の主役は生徒たちなので、生徒の目線にたち 

 素敵な職場と感じました。               考え、そして夢や目標の実現に向けてサポートでき                          

⑤：生徒と一緒に学び、考え続けることのできる教師    る教師を目指したいです。 

 を目指しています。                 ⑥：6年ぶりに鴨居中に戻ることができて本当に嬉し 

 ⑥：授業・休み時間・部活動・委員会など、たくさん    いです。みなさんと一緒に3週間頑張りたいと思い 

 の交流を楽しみしています。              ます。よろしくお願いします。 
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【鴨居中 小さな(大きな) わくわく NO.１6】  

                「また、新たな 1ページが！」  
  10月6日の前期終業式前に、鴨居中「初」となる『全校レクレーショ 

 ン大会』が生徒会主催で開催されました。この企画は、第７０期生徒会の 

公約を実現させたもので、生徒会事務局員も全校生徒も初めてとなるため 

「不安」はあったと思いますが、とてもスムーズな運営が出来ていて、驚 

かされました。(正直「わくわくよりドキドキ」の方が多かったのですが) 

  そして大縄跳びでは、まだ全然練習ができていない中、各号車ごとに大 

 きな声を掛け合いながら楽しそうに盛り上がっていました。特に３年生は 

スピード感があり、ものすごい迫力を感じていましたが、それだけではな 

く、早速1年生にコツを教えている光景も見ることができ、そのパワーに 

はただただ驚かされるばかりの時間でした。 

  今回の全校レク大会は、体育祭の生徒会種目である「大縄跳び」とい 

うこともあり、生徒会事務局員のねらいの中には「体育祭本番がスムー 

ズに動く」ための予行練習も含まれているのだと感じました。 

  今回の様子から、これから始まる体育祭には「どんな『わくわく』が 

 待っているのか」楽しみになりました。全校のみなさん、よろしくお願 

いします。 
   

【鴨居中 小さな(大きな) わくわく NO.１７】 「新たな角度から、先輩となるための準備！」  
  今年から新たな取り組みとして、「小学生 部活動体験」を9月9 

 日～10月８日の休日を利用して開催しました。(昨年までは、平日 

の部活動見学会でした) みなさんもきっと同じだったと思います 

が、中学校入学後の楽しみの一つでもある「部活動」を、入学前か 

ら実際に体験してもらい、「鴨居中の様々な部活動の様子を感じて 

もらう」ことをねらいとして実施しました。(入学後に仮入部期間 

もありますが、休日の練習は平日とは違うものもあるので) 

 ＜PS：参加した小学生・保護者の感想＞ 

  ○小学生 ・一緒に体験できて、楽しかったです。 

       ・初めての部活動(種目)で、難しかったです。 

       ・中学生と初めてやるので、すごく緊張しました。 

       ・多くの友達と参加したかったです。 

  ○保護者 ・中学校の部活動の様子を知ることができました。 

       ・体験することができて、とても良かったです。 

       ・複数の部活を体験できたのでとても助かりました。 

       ・中学生が優しくてびっくりしました。(中学校の部 

        活動は、先輩が怖いイメージがあったので、すみま 

        せんでした。) 

 しかし鴨居中生にとっては、もう一つ大切なことがあります。それはこの部活動体験が「先輩となるための大切 

な準備の一つでもある」と言うことです。みなさんも実感していると思いますが、「小学校のクラブ活動と中学校の 

部活動」では、大きな違いがあります。そんな戸惑いを感じている後輩達に「先輩風を吹かせる」のではなく、い 

つも通り(普段通り)の活動を見せ、その中でどれだけコミュニケーションをとり「安心して、楽しく、そして満足し 

た活動を体験させることができていたのか」と、試されてもいたのです。その姿が「小学生と中学生の違い」であ 

り、『先輩になるための大切な準備』でもあったのです。 

 これから「新体制での部活動」が本格的になりますが、部全体で「しっかり目標を定め、妥協せず楽しく取り組 

む体制」を構築することが必要です。★その先輩達の姿・雰囲気が、新入生にとっては部活決定の判断材料にもな 

るからです。来年の仮入部期間に、魅力ある部活動・先輩となるための準備期間はすでに始まっているのです！ 

【家庭科部体験】 

 

【女子テニス部体験】 

 


